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く
な
る
温
か
な
空
気
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。

大
学
美
術
館
は
、
大
浦
食
堂
の
あ
っ
た
場
所
に
建
て
ら
れ
た
。

戦
前
か
ら
貧
し
い
学
生
た
ち
を
支
え
、
美
校
名
物
の
一
つ
だ
っ
た

大
浦
食
堂
は
、
い
ま
も
美
術
館
の
一
角
で
家
庭
の
味
を
提
供
し
て

く
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
生
協
や
画
翠
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
入
っ
て
お
り
、

学
校
生
活
を
支
え
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

美
術
館
が
こ
こ
に
で
き
た
こ
と
で
、
上
野
校
地
の
美
術
学
部
は
、

敷
地
の
中
央
に
緑
を
残
し
、
周
囲
を
ぐ
る
り
と
建
物
が
と
り
か
こ

む
形
に
な
っ
た
。
美
術
館
で
は
、
特
別
展
の
ほ
か
、
各
科
主
催
の

企
画
展
や
、
修
了
制
作
展
な
ど
も
行
わ
れ
、
教
育
研
究
の
現
場
と

社
会
を
結
ぶ
場
に
な
っ
て
い
る
。
展
示
施
設
と
し
て
は
、
旧
芸
術

資
料
館
の
陳
列
館
も
、
小
企
画
の
展
示
に
使
わ
れ
て
い
る
。
昭
和

初
期
の
レ
ト
ロ
な
外
観
だ
が
、
内
部
は
現
代
美
術
に
も
ピ
ッ
タ
リ

の
使
い
勝
手
の
い
い
空
間
だ
。
拠
点
と
な
る
こ
う
し
た
場
だ
け
で

な
く
、
校
内
の
あ
ち
こ
ち
に
も
作
品
を
展
示
し
、
現
場
と
展
示
を

一
体
化
さ
せ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
〝
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
〞
の
構
想
も
あ
っ
た
。

一
方
、
こ
の
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
取
手
校
地
の
開
校
（
九
一

年
）
と
い
う
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
。
い
ま
こ
こ
に
は
、
美
術
学

部
の
一
年
生
と
、
先
端
芸
術
表
現
科
、
一
部
の
大
学
院
、
音
楽
学

部
の
音
楽
環
境
創
造
科
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
美
術
館
が

あ
る
が
（
九
四
年
開
館
）、
設
計
は
、
上
野
・
取
手
の
両
館
と
も

に
、
本
学
建
築
科
の
六
角

ろ
っ
か
く

鬼き

丈じ
ょ
う

。
取
手
館
に
は
、
各
科
教
官
約
三

十
名
に
よ
る
遊
び
心
満
載
の
装
飾
も
仕
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
上

野
館
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
デ
ザ
イ
ン
科
の
蓮は

す

見み

智
幸

と
も
ゆ
き

。
ま
さ
に
美

術
の
現
場
の
強
み
が
、
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

芸
術
と
か
ア
ー
ト
と
か
い
う
と
、
高
尚
、
カ
ッ
コ
イ
イ
、
で
も

こ
む
ず
か
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
強
い
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
作

品
と
い
う
自
己
実
現
の
手
段
が
あ
る
か
ら
か
、
パ
ワ
フ
ル
だ
が
素

朴
で
優
し
い
人
が
多
い
。
こ
の
大
学
、
な
ん
か
み
ん
な
表
情
が
明

る
い
ね
、
と
言
っ
た
人
が
い
た
。
作
品
だ
け
で
な
く
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
い
う
人
に
も
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
き
っ
と
み
ん
な

ハ
マ
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
魅
力
が
あ
る
。〝
創
る
〞
こ
と
の
原
点

も
、
そ
し
て
可
能
性
も
、
同
じ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
さ
と
う
・
ど
う
し
ん
／
美
術
学
部
芸
術
学
科
助
教
授
）
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一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
十
月
四
日
、
上
野
校
地
に
大
学

美
術
館
が
盛
大
に
開
館
し
た
。
こ
の
日
は
開
校
記
念
日
。

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
に
東
京
美
術
学
校
が
設
置
さ
れ
た
日

か
ら
、
百
二
十
年
め
。
こ
の
間
に
蓄
積
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

二
万
七
千
件
に
の
ぼ
る
。
近
現
代
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
は
、
質
・
量
と
も
に
ま
ち
が
い
な
く
最
大
級
だ
。
な
に
よ
り
、

制
作
の
現
場
で
収
集
・
蓄
積
さ
れ
て
き
た
点
に
、
特
色
が
あ
る
。

ま
さ
に
そ
れ
は
、
多
く
の
人
々
が
こ
こ
に
生
き
て
き
た
証
だ
。
そ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
え
り
す
ぐ
ら
れ
た
作
品
一
五
七
件

に
よ
る
「
開
館
記
念
・
東
京
芸
術
大
学
美
術
館
所
蔵
名
品
展
」
に

は
、
一
カ
月
余
り
の
会
期
中
に
、
じ
つ
に
三
十
四
万
人
の
人
々
が

訪
れ
た
。
そ
れ
ま
で
校
内
に
一
般
の
人
は
あ
ま
り
入
れ
な
か
っ
た

か
ら
、
そ
の
新
鮮
さ
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
か
つ
て
若
き
日
の
巨

匠
た
ち
が
踏
み
し
め
た
地
を
、
確
か
め
る
よ
う
に
逍
遥
し
、
未
来

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
同
じ
食
堂
で
食
事
を
楽
し
む
人
々
の
表

情
は
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。
そ
う
で
す
、
彼
ら
が
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
ん
で
す
、
応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
と
い
い
た

東京芸術大学美術学部1999年

大学美術館開館

日本近代美術史。主要著書に『〈日本美術〉誕生―近代日本の「ことば」と
戦略』『明治国家と近代美術―美の政治学』がある。

佐藤道信

大学美術館全景

上右：食堂テラスを見下ろす
上左：大学美術館（上野）の
螺旋階段
左：陳列館
（写真は4点とも『東京芸術大
学大学美術館』より）

最終回
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タイムカプセルに乗っ

を
見
る
と
、
二
階
建
て
の
両
翼
に
教
室
、
練
習
室
が
櫛し

っ

比ぴ

し
て
い

る
な
か
、
一
階
に
「
男
教
員
和
室
」、
二
階
に
「
女
教
員
室
」
と

そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
頃
の
モ
ラ
ル
の
反
映
と
し
て
興

味
深
い
。
東
京
音
楽
学
校
は
当
時
日
本
で
唯
一
の
男
女
共
学
の
学

校
で
あ
っ
た
が
、
男
子
学
生
と
女
子
学
生
が
み
だ
り
に
話
を
す
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
倫
理
観
が
教
員
室
を
別
々

に
す
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
奏
楽
堂
は
二
階
部
分

に
あ
っ
て
、
そ
の
奏
楽
堂
を
挟
ん
で
校
長
室
と
「
女
教
員
室
」
が

あ
っ
た
。

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
な
る
と
、
老
朽
化
が
激
し
く

な
っ
た
奏
楽
堂
を
巡
っ
て
、
こ
れ
を
明
治
村
へ
移
築
し
て
、
新
し

い
奏
楽
堂
を
建
て
る
計
画
が
具
体
化
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
村

へ
の
移
築
が
決
定
し
て
、
実
際
に
作
業
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
矢

先
の
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
十
月
、
日
本
建
築
学
会
と
音

楽
家
の
グ
ル
ー
プ
が
そ
の
移
築
案
に
猛
烈
な
勢
い
で
反
対
し
た
。

彼
ら
は
奏
楽
堂
の
現
地
保
存
の
要
望
書
を
文
部
省
と
東
京
芸
術
大

学
学
長
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
新
奏
楽
堂
の
建
設
計

画
は
ス
ト
ッ
プ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
初
代
の
奏
楽
堂
を
ど
こ

に
移
築
す
る
か
と
い
う
問
題
で
、
そ
の
後
幾
年
も
の
間
、
激
し
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
台
東
区
に
移
管
さ

れ
、
上
野
公
園
内
で
一
九
八
七
年
三
月
、
初
代
奏
楽
堂
は
修
復
と

移
築
を
完
了
。
こ
う
し
て
新
し
い
命
を
得
た
の
は
大
い
に
慶
賀
す

べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
一
度
頓
挫
し
た
新
し
い
奏
楽
堂
の
建
築
計
画
は
そ

の
後
二
十
年
近
く
も
中
断
さ
れ
、
夢
は
夢
で
終
わ
る
か
に
見
え
た
。

と
こ
ろ
が
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
た
一
九
九
八
年
、
大
学
の
悲

願
は
実
っ
た
。
二
代
目
の
奏
楽
堂
が
初
代
の
あ
っ
た
場
所
に
落
成

し
た
の
で
あ
る
。「
奏
楽
堂
竣
工
記
念
式
典
」
に
続
い
て
、
四
月

二
十
八
日
か
ら
六
月
六
日
ま
で
全
十
一
回
に
わ
た
っ
て
、
開
館
を

祝
う
特
別
コ
ン
サ
ー
ト
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
当
時
の
文
部
大
臣

の
町
村
信
孝
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
寄
せ
た
祝
辞
の
な
か
で
、「
日
本

に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
歴
史
は
東
京
音
楽
学
校
の
奏
楽
堂
か
ら
始

ま
っ
た
」
と
言
え
る
が
、「
新
し
い
奏
楽
堂
は
二
十
一
世
紀
に
向

け
て
新
た
な
る
芸
術
文
化
の
創
造
と
発
信
拠
点
」
と
な
る
だ
ろ
う
、

と
述
べ
て
い
る
。

大
学
の
積
年
の
夢
が
叶
っ
て
、
二
代
目
の
奏
楽
堂
が
誕
生
し
て

か
ら
今
年
で
、
は
や
七
年
に
な
る
。

（
た
き
い
・
け
い
こ
／
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
助
手
）

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
四
月
二
十
三
日
、「
奏
楽
堂
竣
工
記

念
式
典
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
二
代
目
の
奏
楽
堂
で
あ

る
。一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
、
東
京
音
楽
学
校
の
新
校
舎
に

講
堂
と
し
て
付
設
さ
れ
た
の
が
、
初
代
の
奏
楽
堂
で
あ
っ
た
。
校

舎
全
体
を
、
ふ
た
つ
の
翼
を
目
一
杯
に
広
げ
た
鳥
に
た
と
え
る
な

ら
ば
、
初
代
奏
楽
堂
は
そ
の
頭
部
と
胸
の
あ
た
り
に
相
当
し
よ
う

が
、
当
時
、
こ
こ
は
日
本
で
唯
一
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
し
て
、

わ
が
国
の
洋
楽
草
創
期
の
華
麗
な
中
心
的
舞
台
と
な
っ
た
。
寺
田

寅
彦
に
誘
わ
れ
て
こ
こ
に
し
ば
し
ば
足
を
運
ん
だ
夏
目
漱
石
も
、

そ
の
感
想
を
小
説
『
野
分
』
の
作
中
人
物
の
一
人
に
、「
楽
堂
の

入
口
を
這
入
る
と
、
霞
に
酔
ふ
た
人
の
様
に
ぼ
う
つ
と
し
た
。
空

を
隠
す
茂
み
の
な
か
を
通
り
抜
け
て
頂
に
攀
じ
登
っ
た
時
、
思
い

も
寄
ら
ぬ
、
眼
の
下
に
百
里
の
眺
め
が
展
開
す
る
時
の
感
じ
は
是

で
あ
る
」
と
、
い
さ
さ
か
誇
張
気
味
に
語
ら
せ
て
い
る
。

一
八
九
九
年
に
作
成
さ
れ
た
「
東
京
音
楽
学
校
敷
地
建
物
図
」

東京芸術大学音楽学部1998年

新しい奏楽堂の
完成

音楽学（ドイツロマン派、および日本洋楽草創期の研究）。著書に『漱石が
聴いたベートーヴェン―音楽に魅せられた文豪たち』、『森łR外訳オペラ「オ
ルフエウス」』（解説・校訂）がある。

瀧井敬子

『東京音楽学校一覧　明治32年至明治33年』に掲載された「敷地建物図」

二代目奏楽堂の竣工
記念式典におけるテ
ープカットのシーン
（三笠宮殿下、妃殿下
をお迎えして）

開館記念演奏会のプログラム。表紙デザイン＆キャッチコピー：日比野
克彦




